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地域構想学研究教育報告，No.5（2014）
　１．はじめに
　本学教養学部教養学科は 2005 年 4 月から 4 学科
に改組転換され，そのうちの 1 学科として地域構想
学科が創設された。当初より 3 領域（人と自然・社
会と産業・健康と福祉）を本学科の学びの柱として，
地域社会の形成に貢献するノウハウを学び，その知
識を持った人材育成に教育の主眼が置かれている。
さて本学科の教育研究に携わってきたものの一人と
して，ささやかではあるがこの 10 年間の教育活動
を簡単に振り返ってみることにする。
　２．大学前半の教育
　2005年1期生の入学した年は学科のスタートという
こともあって，思えば教員も学生も皆張り切ってい
たような気がする。1年次の「地域構想基礎講読」で
は10名前後の受講生に対し「読み」，「書き」，「話す」，
「調べる」ことを念頭に置き，地域研究の入門書１）
を輪読する形で作成資料をもとに質疑応答をしなが
ら進めている。毎年のことではあるがスタート時に
はシーンとした雰囲気が漂うものの，次第に議論が
できるようになることで半年間の学生の成長を感じ
ることができる。
　それに続く「地域構想学基礎実習」では，地域を
観察することに興味関心を抱かせることを目的とし
て新入生とまずは学外へ出かけて，観察しながら，
地域の実情を見て歩くことに努めた。例えば泉パー
クタウンを建設した三菱地所(株)や白石うーめん工
場の見学，さらには仙台市内にある「浅草」と「銀座」
に出かけ，特に全国に500箇所以上存在する銀座の
意義を考えたりもした。またキャンパス外実習では
1日かけて仙台市内を歩き，今に伝わる城下町時代
の面影を堪能したり，当時廃線が決定していたくり
はら田園鉄道に乗車して細倉鉱山の見学に行ったり
もした。それをパワーポイントにまとめてグループ
単位の地域紹介の発表会も行い，プレゼンテーショ
ン能力の向上に努めた。地域に親しみ，地域探訪を
楽しむことを優先させるよう試みてきた。
　2 年次の「地域構想学発展実習」では，仙台市一
番町や国分町で簡単な聞き取り調査を実施し，その
内容を「SMAG」と称するコミュニティ紙として作
成し，市内のあちこちで配布したこともあった。根
白石巡検，一番町と郊外ショッピングセンターの比
較，「キリンビール仙台工場」の見学，「あら伊達な
道の駅」の賑わいを探る調査，震災後は「仙台市中
央卸売市場」と地元資本小売店が震災直後に果たし
た役割，南相馬市の仮設商店街の機能と開設意義と
いった内容の聞き取り調査を実施してきた。その調
査した内容を数回のパワーポイントでの発表会を経
た後に，班単位でポスターにまとめたものを演習室
の廊下に掲示して，自由に見学してもらっている。
　３．大学後半の教育
　3 年次は本学科の目玉ともいえる「地域構想学演
習（ゼミ）」が開講されており，最も力を注いで教
育にあたっている科目の一つである。前期は主に地
理学会の論文を中心に講読，内容発表，質疑応答を
繰り返し，学生に机上の学習を通して地理学を理解
させることに努めている。それに続き，夏季休業中
に地域調査を兼ねた合宿を 3 泊 4 日程度で実施して
いる。東北地方で町おこしや地域形成に関して成果
をあげ，なおかつ個性を有しているまちや地域を対
象にして，まちづくりや産業活性化で「きらりと光
る」秘訣や要因を探ってきた。震災後は視点を復興
調査におき，その成果を学会等で発信することを目
的として取り組んでいる。これまで対象としてきた
まちは，花巻市，遠野市，奥州市，大仙市，雫石町，
宮古市，釜石市である。後期はこの調査内容をまと
める作業と地域報告書の作成が主となる。これまで
に「地域構想学演習・地域調査報告書」と題する内
容の報告書をゼミ生諸君と一緒に 7 冊発行してきた
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（写真 1・表 1）。
　調査内容はあらかじめ事前学習を通して先方との
予約から調査票の作成まで学生が主体になって行
う。合宿時は聞き取り調査を中心に学生達は概ね熱
心に取り組んでいる。しかし得られたデータを持ち
帰って各種資料にまとめるのが，いささか苦手な面
も見られ，何度も何度も議論を重ねて，グラフ化，
地図化しながら，最終的に執筆作業に没頭するのが
1 月頃である。このような作業を通して，3 年次の
論文講読からは論理的なものの考え方を，合宿地域
調査からは地域調査法および忍耐力と実行力を，そ
して議論や発表を通してプレゼンテーション能力
を，執筆作業からは論理的文章の書き方や成果のま
とめ方を学んでいる。このようなことを通して 4 年
次の卒論作成や就活に挑んで，各自が自らの力で納
得できる成果を導き出すことが狙いである。
　3 年次は他に実践的な地域づくりにも取り組んで
いる。フィールドは秋田県大仙市余目地区で，主に
里山保存を兼ねた地域づくりである。同地区は人口
379 人，129 世帯からなる小さな集落で過疎化が進
み，人口減少著しい地区である。1977 年に余目公
園愛護会，水道組合，婦人会，子供会，青年会，老
人クラブなどで「余目地区各種団体連絡協議会」を
結成した。2004 年からは「美しい四季癒しの郷構想」
を掲げ，「余目地域活性化対策いきいき会議協議会」
が主導となって，本格的に地域諸活動に取り組むよ
うになった 2）。私のゼミがこの活動に関わるように
なったのは 2010 年からであり，農家の空き家になっ
た家屋を改造した農家民宿に毎年ゼミ生達と泊まり
ながら，休耕田を利用したそばの栽培，そば打ち，
花火工場と花火大会の見学，神社やわらび座といっ
た地域資源のモニタリングツアーに参加してきた。
さまざまなイベントを通して地区住民である高齢者
との交流や触れあいは，学生にとって貴重な経験で
あり，地域創生のための生きた教育活動の場として
たいへん有意義な機会ととらえている。秋田県大仙
市余目地区から東北地方に共通した課題を見つめ，
それを克服しながら地域を再構築していくための絶
好のフィールドである。
　4年次は「卒業研究」で各自が興味関心あるテー
マのもと卒業論文の作成に挑む。もちろんそれを多
少アカデミックに仕上げるためのお手伝いをするの
であるが，順調に悠々自適に研究を進める者，遅々
として進まない者等毎年の恒例であるが，就活の取
り組みと卒論の仕上がりはおおよそ比例することの
方が多いように思う。「卒業研究」のきわめて優秀
な卒業論文作成者には地理学会での発表を勧めてい
る。これまで東北地理学会の学術大会で発表した学
生は8名に上る（表２）3）。
　自身が一生懸命取り組んだ内容を学会という場で
初めて披露する緊張感はその後の人生に少なからず
大きなプラス効果をもたらすようであるし，同時に
他の同級生や後輩のゼミ生にも目標となり大きな刺
激を与えているため，今後もぜひ末永く続けていき
たい。
写真１　これまでに発行した地域報告書
表１　地域構想学演習・地域調査報告書のタイトル
出版
年度
報告書名
総頁
数
1 2007 花巻市における観光の特性と商店街の
景観および機能変化
92
2 2008 遠野市における地元資源を活かした観
光地づくりと商業地の景観変容
76
3 2009
奥州市における商業地の変容と蔵を活
かしたまちづくり
－水沢区・江刺区を事例として
69
4 2010 花火をテーマにしたまちづくり
－秋田県大仙市を事例として－
80
5 2011
雫石町における中心商店街活性化事
業と情報化に対応した観光地の取り組
み　－元祖軽トラ市の開催とユビキタス
事業の展開
76
6 2012 商店街復興にみる宮古の底力
－震災ニモマケズ－
140
7 2013
東日本大震災による被災沿岸地域の復
興状況と宮古市「たろちゃんハウス」の
軌跡と挑戦
157
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　４．おわりに
　1 期生は卒業して既に 5 年が経過し，社会の荒波
にも慣れてきた頃である。同時に結婚して子供が誕
生し，新たな喜びを掴みつつ人生を歩んでいる者も
増えてきた。本学科で学んだ内容を多少なりとも基
盤として，地域と共に積極的に生きる姿勢を見失わ
ずに社会に貢献する人材を今後も輩出していくこと
が本学科の揺るぎない使命であり，私ができるささ
やかなお手伝いなのかも知れない。
　学科創設からこの10年間に7学年の卒業生が巣立
ち，私のゼミ卒業生は70名に及ぶ。彼らの就職先一
覧を見ると卸・小売業（24％）を筆頭にして教員・
公務員（11％），運輸業（9％），生命保険業（9％），
金融・証券業（8％）と続く（図1）4）。中にはNGO
の一員としてベネゼエラへ趣き，海外で地域貢献を
している者もいる。いずれ本学を卒業後，大半が社
会の即戦力としてさまざまな分野に貢献し，人生を
歩んでいくゼミ生達にとって本学科でのさまざまな
教育活動が各自の自信となって定着し，その後の人
生の荒波を十分に乗り越えていくだけの資質を兼ね
備え，さらなる成長を願ってやまない。
　最後になったが本学科の自由な教育環境のもと，
所属する学科の教員，事務職員をはじめ本学の多く
のスタッフの協力のもとに日々の教育活動が遂行で
きていることに対して，改めて感謝申し上げたい。
＜注＞
1）さまざまな書を使用してきたが，近年は『現代日本の
地域研究』（古今書院）を使用している。
2）本事業は 2013 年度豊かなむらづくり全国表彰で農林
水産大臣賞を受賞した。
3）東北地理学会の学術大会発表者と同学会 の卒業論文
発表会発表者（表 2 中 4・5）の合計である。
4）7 期生（現 4 年生）の就職内定者を含んだ数値である。
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図１　本ゼミ卒業生の就職先
表２　東北地理学会での発表者と発表タイトル
発表年 卒業期 氏　名 発　表　タ　イ　ト　ル
1 2009 1期生 安齋恵美子 仙台市長町商店街の景観変容と活性化への取り組み
2 2010 2期生 戸塚泰久 岩手県における浄法寺塗り漆器製造業の産地変化に対応した技術継承対策
3 2011 3期生 安達麻由美 宮城県美里町における農産物直売所の開設と取引生産者の機能特性
4 3期生 鴇田友香 宮城県利府町における日本なしの生産と沿線直売所の立地特性
5 3期生 岸　慧司 仙台駅前における屋外広告看板の特性
6 2012 4期生 齋藤　梢 山形県における繊維産業の再編とその生産構造
7 2014 6期生 佐藤直樹 6次産業化を図る地域企業の展開と契約農家の特性
8 6期生 大崎　鈴 仙台市におけるコンビニエンスストアの立地動向  
